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サイレージ発酵品質を左右する要因に
ついて
自給飼料増産・有効活用によるコスト削減が提唱

されている今日、サイレージの利用性向上にむけた

発酵品質の改善が不可欠となっています。

このような中で、２００７年４月より、道東地区の９４

基のサイロにおける１９２箇所のサンプルについて踏

圧乾物密度を測定し、サイレージの発酵品質に影響

する要因を調査しました。今回はその結果を報告さ

せていただき、サイレージ調製の参考に役立ててい

ただければ幸いです。

１）踏圧乾物密度が高いほど良いサイレー
ジができやすい

図１はサイレージの踏圧乾物密度とV SCORE

（発酵品質の点数）の関係を示しています。サイ

レージの品質は乾物密度が高いほど良質になること

が分かります。

乾物密度は１７５kg／�以上であるのが理想です。

とりだし面はガチガチに締まっており、サイレージ

をむしりとろうとしても、簡単には取れないほどの

密度です（この密度を達成しているサイロは全体の

１３％のみ）。そのためには、原料草を３０cm以下に延

ばし、ホイールローダーで時間をかけて踏むことが

重要となります。

大型収穫機械の導入により、十分な踏圧時間を確

保できない事例を目にします。サイレージの質が向

上しない場合は踏圧機械の台数を増やし、間口の小

さいサイロでは２本同時詰めする決断が必要かもし

れません。

２）水分含量は、高くないほうが良く踏める

図２はサイレージの水分含量と踏圧乾物密度の関

係を示しています。水分含量６０％までは、低水分ほ

ど踏圧乾物密度が高くなりやすいことが分かりま

す。高水分である方が締まりやすいと感じますが、

実はそうではありません。良質なサイレージを作る

ためには、水分含量を７０～７５％くらいに予乾するこ

とが大事です。

図２ サイレージの水分含量と踏圧乾物密度

３）発酵品質が悪い草の成分は？

表１にサイレージの成分と発酵品質の関係を示し

ました。数字が大きいほど発酵品質に及ぼす影響が

強くなります。NFCは乳酸菌のエネルギー源を含

む成分であり、多いほど発酵品質が良くなる傾向が

あります。
図１ 踏圧乾物密度とV SCORE
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OCWやカリウムが増えると、NFCの割合が減少

します。またカリウムなどのミネラルはpHを下げ

づらくするので発酵品質を悪化させる傾向がありま

す。では、どのような草がこのような特徴を示すの

でしょうか。

４）施肥量が多いと、サイレージ中のカリウム
含量が高くなり、NFC含量が減少する

ここ数年のサイレージ発酵品質の急激な悪化につ

いて「規模拡大に伴う飼養頭数の増加によって糞尿

が過剰投入されている。これが発酵品質を低下させ

る原因なのでは？」という仮説をたてました。

この仮説について検証するために、年間の施肥量

を調査した結果を図３に示します。カリの投入量が

増えるにつれ、サイレージのカリウム含量が増加

し、NFC含量は減少する傾向がありました。

図３ 年間K２O投入量（kg／１０a）とサイレージ中カリウム含量お
よびNFC含量

北海道施肥基準では、年間カリ施用量の推奨量は

１８kg／１０aとされています。堆肥で４t、スラリーで

５t投入するとオーバーしてしまう量です。この

時、化成肥料はカリウム含量が少ないものを使用し

て、減肥する必要があります。

５）サイレージ中のカリウム含量が高くな
ると発酵品質が悪くなる

図４はカリウム含量を道東の平均値である２．６％

で、踏圧乾物密度を１５０kg／�で区切り、V SCORE

との関係を示したものです。カリウム含量が２．６％

以下のサイレージは、踏圧密度が低くても良いサイ

レージが多いことが分かります。一方カリウム含量

が２．６％以上のサイレージは、踏圧密度が高くても良

いサイレージが少ないことが分かります。図４は同

様に酪酸含量との関係を示しています。カリウム含

量が２．６％以上のサイレージは、踏圧密度が高くて

も酪酸含量が多くなってしまうことが分かります。

図６にサイレージの分析結果をチェックするポイ

ントを示します。�Ca含量が０．４％以下であるのに

K含量が高くないか（２．６％以上）？�CP含量が高

く、NFC含量が極端に低くないか？この２点に当

てはまり発酵品質が悪い場合は、施肥量を見直して

みてください。過剰施肥になっていないでしょう

か？

表１ サイレージ成分と発酵品質（V SCORE）の関係

サイレージの分析項目 V SCOREとの相関関係

非繊維性炭水化物（NFC） ０．６４

総繊維（OCW） －０．５１

カリウム －０．４４

粗脂肪 ０．３５

粗タンパク質（CP） ０．２２

図４ K含量２．６％、踏圧乾物密度１５０kg／�で区切った際の、
サイレージのV SCORE

図５ K含量２．６％、踏圧乾物密度１５０kg／�で区切った際の、
サイレージの酪酸含量
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６）草種を再確認する

ここまで施肥と成分について述べてきましたが、

もう１つ注意すべき点を上げたいと思います。それ

は草種です。多くのチモシー草地にはびこるシバム

ギは、繊維含量とタンパク質含量が高く、糖分含量

が低いため、良い発酵をしにくい草です。牛に給与

する場合は、消化率が低く嗜好性が悪いため、喰い

込めない（乳が出ない）エサになってしまいます。

是非とも１度牧草地に立ち、草種を再確認してくだ

さい。シバムギを含む雑草割合が高い草地になって

いたら、是非とも草地更新をお勧します。

７）酪酸発酵したサイレージは要注意である

酪酸はケトーシスの原因となる物質です。ウィス

コンシン州立大学のギャレット・オッツェル博士

は、１日に１００g以上の酪酸を摂取した牛は潜在性

ケトーシスに、２００g以上では臨床性ケトーシスに

なる危険があると述べています。表２にサイレージ

中の酪酸含量と、給与可能量を示しました。これは

なかなか厳しい指標であり、１００g以上の酪酸が給

与されている事例は多々みられます。実際に泌乳中

後期の牛でケトーシスが頻発する事例も目にしてい

ます。潜在性ケトーシスの経済的損失（乳量だけで

も１日１頭あたり１～４kgの損失といわれます）

を考慮すると、是非とも酪酸を含まない良質なサイ

レージを調整したいものです。

表２ サイレージ中酪酸含量と給与可能量

サイレージ中酪酸含量
（原物中％）

給与可能量
（１日１頭１００g以下）

０．１％ 制限なし

０．５％ ２０kg以下

１．０％ １０kg以下

１．５％ ７kg以下

図６ チェックするポイント：１００と数字をふった道内平均値の六角形と比較してみてください。

７

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／雪印種苗／牧草と園芸　２００８／９月号／００５‐００７　�　清水様  2008.08.18 09.56.21  Page 7 


